MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅲ

	科目：論理・表現Ⅲ　　単位：2　　学年：3年
使用教科書：（177増進堂　　論Ⅲ 709）　MAINSTREAM English Logic and Expression Ⅲ
副教材等：同教科書 ワークブック


【学習の到達目標】
「論理・表現Ⅰ，Ⅱ」の学習内容を踏まえ，「話すこと［やり取り］」，「話すこと［発表］」，「書くこと」を中心とした発信能力の育成を強化する。特に，スピーチ，プレゼンテーション，ディスカッション，ディベート，エッセイライティング（複数の段落から成る文章を書くこと）のスキルを生かし，複数の資料を活用しながら論理的に自分の意見を構成したり展開したりできる力を培う。
＜話すこと（やり取り）＞

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，自分の力で，支援をほとんど要することなく，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを詳しく話して伝え合ったり，立場や状況が異なる相手と交渉したりすることができるようにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，支援をほとんど要することなく，ディベートやディスカッションなどの活動を通して，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張，課題の解決策などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝え合うことができるようにする。
＜話すこと（発表）＞

ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど要することなく，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど要することなく，スピーチやプレゼンテーションなどの活動を通して，聞いたり読んだりしたことを活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して詳しく話して伝えることができるようにする。
＜書く＞
ア　日常的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど要することなく，多様な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。
イ　日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，支援をほとんど要することなく，複数の資料を活用しながら，多様な語句や文を用いて，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して複数の段落から成る文章で詳しく書いて伝えることができるようにする。
【評価の観点】
●知識・技能
コミュニケーション活動を通して獲得する知識及び技能の習得状況について，目的や場面，状況などに応じた論理の構成や展開を理解し，情報や考えなどを効果的に伝える表現を習得しているかについて評価をする。
●思考・判断・表現
コミュニケーションを行う目的・場面・状況等に応じて，課題を明確にし，適切な理由や根拠とともにその解決策を提案したり，詳しく伝えあったりしているかどうかを評価する。
●主体的に学習に取り組む態度
習得した語句・表現を用いて積極的に意見交換しようとしているか，複数の資料から得られる情報を活用し論理的に意見を構成しようと努力しているか，主体的・自律的にコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけているかを評価する。
【評価の方法】
次の観点から総合的に評価する。
●日常の授業態度　●発問に対する回答の評価　●課題等の提出状況　●評価問題・定期考査
６０時限　１年間履修
	Part 
	Lesson
	授業時間配分例
	指導のポイント
	文法・表現
	授業時数
	月

	1
	前見返し
	SDGs
	　
	SDGsの17の目標と内容を確認する。
	　
	※
	4

	
	Review
	Speech
	
	スピーチの流れや要点を復習する。
	
	
	4

	
	1
	A Person I Respect
	①Warm Up，Model
②③Speech
	「尊敬する人」をテーマに，モデルの英文を参考にしながら，ペアでのやりとりやアウトラインのメモを通してスピーチ原稿を作成し発表させる。
	
	3
	4

	
	2
	For a More Diverse and Inclusive Society
	①Introduction, Reference
②③Speech
	「多様な人が共生できる社会」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，スピーチ原稿を作成し発表させる。
	
	3
	5

	
	3
	Rediscovering Japanese Culture
	　①Introduction, Reference
②③Speech
	「日本文化の再発見」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，スピーチ原稿を作成し発表させる。
	　
	3
	5

	
	Grammar Compass
	受け身
	　
	「get + 過去分詞」「群動詞の受動態」の受け身の用法について理解させる。
	受け身
	※
	5

	2
	Review
	Presentation
	
	プレゼンテーションの流れや要点を復習する。
	
	※
	6

	
	4
	Issues I Want to Raise
	①Warm Up，Model
②③Presentation
	「私が提起したい問題点」をテーマに，モデルの英文を参考にしながら，ペアでのやりとりやアウトラインのメモを通してプレゼンテーション原稿を作成し発表させる。
	
	4
	6

	
	5
	How to Stay Fit: Food, Sleep, and Exercise
	①Introduction, Reference
②③Presentation
	「どうすれば健康でいられるか」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，プレゼンテーション原稿を作成し発表させる。
	
	4
	7

	
	6
	The Past, Present, and Future of Digital Communication
	①Introduction, Reference
②③Presentation
	「過去，現在，そして未来のデジタル・コミュニケーション」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，プレゼンテーション原稿を作成し発表させる。
	
	4
	7

	
	Grammar Compass
	準動詞
	
	「進行形の不定詞」「完了形の分詞構文」「目的語が動名詞と不定詞で意味が異なる動詞」の準動詞の用法について理解させる。
	準動詞
	※
	7

	3
	Review
	Discussion
	
	ディスカッションの流れや要点を確認する。
	
	※
	9

	
	7
	Manga in School Libraries
	①Introduction, Warm Up
②Model
③Preparation
④⑤Discussion
	「学校図書館でのマンガ」をテーマに，モデルの英文を参考にしながら，自分の考えをまとめ，ガイドラインに沿って，ディスカッションをさせる。
	
	5
	9

	
	8
	What Would You Say to Newcomers?
	①Introduction, Reference
②③④Discussion
	「新入生へのメッセージ」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，ディスカッションをさせる。
	
	4
	10

	
	9
	What Can Be Done to Help Foreigners in Emergencies?
	①Introduction, Reference
②③④Discussion
	「災害時に外国人が必要な助けは何か」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，ディスカッションをさせる。
	
	4
	10

	
	Grammar Compass
	特殊な比較構文
	
	「thanを使わない比較の形容詞」の特殊な比較構文の用法について理解させる。
	比較
	
	

	4
	Review
	Debate
	
	ディベートの流れや要点を確認する。
	
	※
	10

	
	10
	Should Everyone Be a Vegetarian?
	①Introduction, Warm Up
②Model
③For Better Debates, Preparation
④⑤Debate
	「人はベジタリアンになるべきか」をテーマに，モデルの英文を参考にしながら，立論，反論の意見を作成し，ガイドラインに沿って，ディベートをさせる。
	
	5
	11

	
	11
	Are Digital Textbooks Better Than Print Textbooks?
	①Introduction, Reference
②③④Debate
	「デジタル教科書は紙の教科書よりもよいか」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，ディベートをさせる。
	
	4
	11

	
	12
	Should Summer Time Be Adopted?
	①Introduction, Reference
②③④Debate
	「サマータイムを導入すべきか否か」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，ディベートをさせる。
	
	4
	11

	
	Grammar Compass
	否定
	
	「否定文でのor」「not only A but (also) B」の否定の用法について理解させる。
	否定
	※
	

	5
	Review
	Essay Writing
	
	エッセイライティングの流れや要点を確認する。 
	
	※
	12

	
	13
	Global and Local Food Problems
	①Introduction, Warm Up
②Key Text 1
③Key Text 2

④Preparation

⑤Essay Writing
	「世界と国内の食料問題」をテーマに，キーテキストの英文を参考にしながら，アウトラインを作成し，エッセイを書かせる。
	
	5
	12

	
	14
	Should the Death Penalty Be Abolished?
	①Introduction, Reference
②③④Essay Writing
	「死刑制度は廃止すべきか」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，エッセイを書かせる。
	
	4
	1

	
	15
	What Can Be Done by 2030?
	　①Introduction, Reference
②③④Essay Writing
	「SDGsを達成するために2030年までに何ができるか」をテーマに，複数の資料を活用しながら，自分の力で，エッセイを書かせる。
	　
	4
	1

	
	Grammar Compass
	仮定法
	
	「仮定法の婉曲表現」の仮定法の用法について理解させる。
	仮定法
	※
	

	6
	16
	Let’s Write a Fable
	①Step 1, Step 2

②③Step 3, Step 4, Proverbs
	英語で寓話とことわざの書き方を学ばせる。
	
	3
	2

	
	　
	　
	　
	　
	合計
	60
	　

	　
	
	
	
	
	
	
	


☆総授業数は，週2時間×年間30週＝60時間とし，※は弾力的に扱うものとした。
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